
第141回月例ハイキング

ハ イ キ ン グ の ご 案 内
ハイキング同好会「さんぽ」会

吹田市 万博記念公園散策 観梅ハイク

月 日 3月18日(土）

集合時間 AM 9時00分

AM9時4分発大阪行きに乗車します。

集合場所 JR三田駅改札口前

必携品 雨具・弁当・飲料水・帽子・マスク等

行 程 北千里駅⇒三色彩道⇒水連池⇒みのり橋南

⇒記念公園北口⇒園内散策⇒公園中央口⇒

万博記念公園駅駅

歩行時間 約5時間 累計標高差 約220ｍ

歩行距離 約8.0㎞

第142回 「さんぽ」会月例ハイキング

交通費 三田起算 1,650円

参加費 300円（保険料などに充当）

その他 雨天・コロナ感染拡大時・その他不測

の事態により中止する事があります。

行程は、その日の状況により変更する

こともます。参加は、三田市シルバー

人材センターの会員である事。

※ 当日時間までに集合場所に、時間が来

れば出発します。

お問合せは、土屋まで

2月号
令和5年

電話 079‐564‐7501
( 公社) 三田市ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰ

また、年末に開催された発表会に関しては、初の試みであったものの、各サー

クル等の協力の下、予想以上に来場者もあり、経費負担も抑えられて、まずまず

の結果だったのではないかとの感想でしたが、日頃の練習の成果を公の場で披露

できたことが、喜びが一番だったのではないかと思います。

次年度の開催に関しては、先ずは希望や意見を確認してからとなるようです。

1月17日（火）１３：３０より、サークル、同好会の各代表

者による意見交換会が開催されました。

3年ほど前から毎年１回は開催しており、各サークル等の活動

状況を把握したり、活動内容を参考にしたり、事務局からの情報

を共有するなど有意義な機会となっています。

今回は、次年度のそれぞれの活動計画書や、代表者交代の際の

変更届、また昨年度より実施しているキャビネット（保管庫）の

使用に関する申請等、各種の書類の事準備について説明と確認が

行われました。



2月15日～3月20日

 (サ）サークル室   (多）多目的室   (作）軽作業室　（外）外部

日 月 火 水 木 金 土 時間帯
15日 16日 17日 15日 16日 17日 18日

コーラス（多） オカリナ（多）～PM 午前

つくし（作）
尺八（作）

大正琴（サ）
午後

19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日

コーラス（多）～PM ひばり会（作）～PM フォトさんだ（作） 午前

午後

26日 27日 28日 1日 2日 3日 4日

コーラス（多） オカリナ（多）～PM ひばり会（作）～PM 午前

つくし（作） 尺八（サ） 午後

5日 6日 7日 8日 9日 10日 11日

コーラス（多） オカリナ（多）～PM 午前

大正琴（サ） 書道（多） 尺八（サ） 午後

12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日

ひばり会（作）～PM コーラス（多） オカリナ（多）～PM 午前

つくし（作） 大正琴（サ） 午後

19日 20日

午前

午後

天皇誕生日

悪銭

サークル・同好会代表 連絡先 （活動の詳細は下記代表までご連絡下さい）

「さんぽ」会 ・・・・・・・・・・・・・ 土 屋

大正琴 ・・・・・・・・・・・・・ 桑 室

フォトさんだ ・・・・・・・・・・・・・ 清 水

「さんぽ」会 ・・・・・・・・・・・・・ 土 屋

大正琴 ・・・・・・・・・・・・・ 桑 室

フォトさんだ ・・・・・・・・・・・・・ 清 水

ひばり会 ・・・・・・・・・・・・・ 岩 本

書 道 ・・・・・・・・・・・・ 西 本

尺 八 ・・・・・・・・・・・・・ 倉 鋪

つくし（詩吟） ・・・・・・・・・・・・・ 中 島

サークル・同好会 例会開催予定表

※都合により変更される場合があります。

会員の慶弔給付について・・・

シルバー人材センターでは、会員の福利

厚生の一環として、慶弔給付金の給付を

行っています。

基本的に、米寿祝金以外は、本人または、

家族からの申請によって給付されること

となっていますので、ご家族にもご周知

いただければと思います。

給付金の申請、詳細に関するお問合せは

事務局までお願いします。

【給付金の種類】

・ 米寿祝金・ 結婚祝金
・ 弔慰金（本人、配偶者）
・ 見舞金（入院、災害）

終戦まえに中国に侵攻してきたロシアの捕

虜となり、極寒のシベリアで、不当な強制

労働を強いられた日本兵の話。

書き綴った詩をスパイ行為とみなされ独房

に入れられたり、元上官の偽証で帰国リス

トから外されたりしますが、仲間の兵士を

元気づけ、帰国への希望を忘れない主人公。

残念ながら、病に倒れ帰国を果たせなくな

りますが、仲間たちが思いを継いで遺言を

記憶し、帰国後遺族にその思いを届けると

いう実話が元になっています。

いつの時代も戦争はつらく悲しいものです。


